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酸，クロキサシリン両方に阻害が認められたのは，16
株であった． 
 ESBL 遺伝子が検出された 3 株のうち，クラブラン
酸に阻害が認められたのは 1 株であった(表 1)． 
 
4 考察 

 
長野県内（長野市除く）で CRE 感染症の検査を開始

した 2017 年度から 2022 年度までの期間で，
Enterobacter cloacae complex 4 株から CPE が検出さ
れ，遺伝子型は IMP 型であった． 

CPE 検出率は 2018 年度 7.1%，2022年度 9.5%であ
り，2017 年度，2019 年度，2020 年度，2021 年度は検
出されなかった．  
全国の報告数と比べ当所に搬入された菌株数は少な

く，単純に比較できないが，2018 年（17.6％）17），2019
年（16.5％）18），2020年（17.4%）19），2021年（15.1%）20）の
全国の検出率より低かった．県内でも 2018 年度に 2
株，2022 年度に 2 株 CPE の検出はあったが，それ以
降搬入された株からの検出はなく，限定的なものであ
ると推察された． 
抗菌薬の暴露等の影響によって広範囲な抗菌薬を分

解するようになる AmpC 21）を産生する non-CPE は毎

年 2～4 株検出されており，EBC 型が検出されたのは
全て Enterobacter cloacae complex であった．腸内細菌
目細菌のうちEnterobacter spp.，Serratia spp.，Citrobacter  
freundii などは染色体上に AmpC をコードする遺伝子
を元々保有しているため 21），22），染色体性 AmpC と推
察された．また，CIT 型が検出された Escherichia coli
は，染色体性かプラスミド性かの判断は困難であった 23）． 
 β-ラクタマーゼの構造遺伝子変異によって基質特異
性が変化することで，本来分解しないはずの抗菌薬も
分解するようになった ESBL24）を産生する non-CPEは
3 株検出されており，菌種は Klebsiella pneumoniae が
2 株，Escherichia coli が 1 株であった．CTX-M 型はセ
フォタキシム（CTX），セフトリアキソン（CTRX），セ
フェピム（CFPM）に高度耐性を示すが，セフタジジム
（CAZ），アズトレオナム（AZT）には見かけ上感性と
判定されることがある 24），25）．PCR で CTX-M-2 group
が検出されたが，阻害剤を用いたβ-ラクタマーゼ産生
性確認試験でクラブラン酸の阻害が見られなかった株
があった．しかしこの株は，ESBL 産生性試験で，CAZ
に比べ CTX により耐性だったため，検出に矛盾はない
とした．また，CTX-M-9 group が検出された株は
AmpC も同時に保有しており，ディスク法でクラブラ
ン酸の阻害が認められなかったが，複数のβ-ラクタマ

表 1 耐性遺伝子及びβ-ラクタマーゼ産生性の検出状況 

CPE AｍｐC ESBL メルカプト酢酸Na ボロン酸 クロキサシリン クラブラン酸

Enterobacter cloacae  complex － EBC － CMZ CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － CMZ CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － － － CMZ －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － CMZ CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － CMZ CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex IMP － － MPM，IPM，CAZ － － －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － － CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae complex IMP EBC － CAZ CMZ CMZ －

Klebsiella pneumoniae － － CTX-M-2 － － － －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － － CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － － CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － － CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － － CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － － CMZ CMZ －

Klebsiella pneumoniae － － CTX-M-2，SHV － － － CAZ，CTX

Enterobacter cloacae  complex － EBC － － CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － － CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － － CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex － EBC － － CMZ CMZ －

Enterobacter cloacae  complex IMP EBC － MPM，IPM，CAZ － － －

Enterobacter cloacae  complex IMP － － MPM，IPM，CAZ － － －

Escherichia coli － CIT CTX-M-9 － CMZ CMZ －

※   Enterobacter cloacae  complexは2021年度までEnterobacter cloacaeで報告

2019

2020

2021

2022

年度 菌種名  ※
PCR法 阻害剤を用いたβ-ラクタマーゼ確認試験

2017

2018
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